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研究成果の概要（和文）：本研究は1年目2年目で新たな埋め込みモデルを構築し，その妥当性について考察し
た．さらに最終年度は有機的マーケティングシステムを実現するために2年目までに構築してきた成果を実際の
マーケティングの場で適用し、実験を行った．また，企業との調整がつかず、実験が難しいと判断されたモデル
については、簡易的な問題設定を用意し，そのもとで実験を行い適用例を示した．また，実験しやすい問題設定
のもとでの実験を行った．前年度までの研究成果から得られたアイディアを更に高度化し．いくつかの新しい研
究を立ち上げた．当初の予定を完璧に達成することは難しかったものの．これにより．当該研究の実社会への有
効性が示唆された．

研究成果の概要（英文）：In the first and second years of this study, a new embedded model was 
constructed and its validity was discussed. Furthermore, in the final year, in order to realize an 
organic marketing system, we applied the results constructed by the second year to an actual 
marketing situation and conducted experiments. For models that were deemed difficult to experiment 
with due to difficulties in coordinating with companies, we prepared a simple problem set and 
conducted experiments under such a set of problems to show examples of application. Experiments were
 also conducted under problem settings that were easy to experiment with. We have further refined 
the ideas obtained from the previous year's research results, and have launched several new studies.
 Several new studies were initiated. Although it was difficult to achieve the original plan 
perfectly, we have been able to However, we have been able to The effectiveness of this research in 
the real world was suggested.

研究分野：マーケティング統計学

キーワード： マーケティングモデル　社会システム　機械学習　データ分析　実験計画法

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、有機的マーケティングシステムのモデルを構築し、そこから実務的に役だつようなシステムの構築
を目指した。いくつかの新しい埋め込みモデルの構築は達成したが、実社会におけるシステムの構築は、完全に
は達成できなかった。ただし部分的な実証実験や適用分野を変えた場合の有効性は示すことができた。さらに本
研究から様々な数理モデルを構築することができ，今後の研究にもつながったため、学術的にも社会的にも貢献
することができたと考えている．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
情報化社会の急激な進展は，顧客の購買行動に関する様々なデータを，企業が取得，蓄積するこ
とを可能としている．特に，インターネットサービスを提供している多くの企業では，顧客の購
買行動ログを蓄積するとともに，顧客が行う商品に対する評価や投稿した口コミなど，顧客が発
信するデータを収集し，マーケティング活動へと活用している． 
 上記のような企業が蓄積しているデータの中には，サービスや製品に対するフィードバック
も数多く含まれている．しかしながら，顧客からのフィードバックデータは，顧客の購買履歴デ
ータと比較して，顧客から得られるデータの数が少ない．これまで研究では，購買履歴データ，
フィードバックデータというようにデータごとの特徴に着目したモデルが提案されてきたため，
複数のデータを統合的に分析するためのモデルが存在していなかった．結果，多くの企業におい
て，顧客とのコミュニケーションから得られる企業の成長の機会を逃していると考えられる． 
 
２．研究の目的 
本研究で扱うデータは，背後に顧客の嗜好を有するデータであることから，埋め込みモデルを援
用し，得られたデータを顧客の嗜好を表す特徴空間へ写像することが望ましいが，蓄積したデー
タの多様性や時変性を有するため，これまでの埋め込みモデルでは対応できない 
そこで本研究では顧客間の関係性を考慮した埋め込みモデル，時間変化を考慮した埋め込み
モデル，そして，複数のドメインデータから得られた埋め込みモデルの統合分析方法という新た
な分析手法を提案し顧客は企業にフィードバックし，それを基に企業がマーケティング施策を
講じ，顧客に還元するという，互いにフィードバックし合うマーケティングシステムを開発する
ことを目的としていた． 
 
３．研究の方法 
本研究では，企業と顧客が互いにフィードバックし合うマーケティングシステムを開発するた
めに，まず顧客間の関係性を考慮した埋め込みモデル，時間変化を考慮した埋め込みモデル，そ
して，複数のドメインデータから得られた埋め込みモデルの統合分析方法という新たな分析手
法の提案を想定していた．実際には実際企業において蓄積しているデータ形式や課題を考慮し，
以下の埋め込みモデルの開発に取り組んだ． 
・時間変化を考慮した埋め込みモデル 
・SNS上のユーザーコミュニケーションの埋め込みモデル 
・会員ステージ間の潜在クラス分布を比較する購買行動分析モデル 
これらに取り組み，それぞれの研究を完成させた．さらに，顧客が企業にフィードバックする状
況において，それを基に企業がマーケティング施策を講じ，顧客に還元する，さらにそれに対す
る顧客からのフィードバックを獲得する，といったことを繰り返し，互いにフィードバックし合
うマーケティングシステムの開発に取り組んだ．その際に，互いにフィードバックし合うマーケ
ティングシステムの開発を実現することは難しかったため，モデルを提案したうえで，フィード
バックを反映するモデルを提案し，実企業のシステムを用いた実験を行った．フィードバックを
しあうモデルに関しては簡易的な問題設定を設定し，実験を行い，それらの妥当性を示すことで
研究を完成させた． 
 
４．研究成果 
本研究では，まず埋め込みモデルとして 
・時間変化を考慮した埋め込みモデル 
・SNS上のユーザーコミュニケーションの埋め込みモデル 
・会員ステージ間の潜在クラス分布を比較する購買行動分析モデル 
に対して，モデルの提案，シミュレーション，実データの分析により，4つの研究を実現し，そ
れぞれ国内論文誌，および国際論文誌において論文化した．これにより，埋め込みモデルの適用
範囲を拡張し，より多くの特徴をもつデータの分析を可能とした．また，それに派生して，1件
の研究を実現し，論文化に至った． 
さらに，顧客が企業にフィードバックする状況において，それを基に企業がマーケティング施
策を講じ，顧客に還元するという，互いにフィードバックし合うマーケティングシステムの開発
に関しては，問題を 2つに分解し，企業の購買システムを用いた実験，および簡易的な実験を行
い，それぞれ別の研究を展開した． 
・フィードバックを反映するモデル 
・フィードバックをしあうモデル 
これにより，3つの研究を完成させ，それぞれ論文化した（うち 1件は現在，査読中である）．
企業がマーケティング施策を講じ，顧客に還元するという，互いにフィードバックし合うマーケ
ティングシステムを完全には実現できなかったものの，システムの妥当性を部分的に示唆する
ことができた． 



また，この研究を進める過程でベイズ最適化の研究に関する枠組みが急速に発展してきた．こ
の枠組みをマーケティングに活用するというモチベーションの研究を新たに企画し，現在も取
り組んでいる（この研究が現在の研究課題となっている）． 
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